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人
口
減
少
対
策
を
問
う

　

「
将
来
人
口
の
見
通
し
」

を
推
計
す
る
と
、
平
成
27

年
に
は
人
口
３
万
７
４
５
０

人
、
老
年
人
口
の
構
成
比

29
・
４
％
と
な
り
、
人
口
の
減

少
、
高
齢
化
が
更
に
進
む
。

現
状
と
今
後
の
定
住
化
対
策

及
び
流
失
抑
制
案
を
問
う
。

　
　
　

中
村
市
長

　

こ
れ
ま
で
、
若
者
の
定
住

化
を
促
進
す
る
た
め
、
工
業

団
地
を
造
成
し
、
優
良
企
業

を
誘
致
し
て
商
業
機
会
の
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、
住
環

境
や
道
路
交
通
網
の
整
備
な

ど
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
と
い
っ
た

企
業
を
抱
え
ず
、
雇
用
の
場

に
乏
し
い
中
山
・
双
海
地
域

で
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
過
疎
化
が
進

行
し
て
い
る
。

　

今
後
、
本
市
の
持
つ
豊
富

な
農
林
水
産
資
源
を
有
効
に

活
用
し
、
各
種
産
業
を
振
興

し
、
商
業
の
場
と
し
て
魅
力

を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

若
者
の
流
出
を
防
止
し
、
定

住
化
を
図
り
た
い
。

四
国
縦
貫
自
動
車
道

中
山
地
区
に
Ｉ
Ｃ
を

　

高
速
道
路
無
料
化
社
会
実

験
に
伴
い
、
国
道
56
号
の
交

通
量
が
激
減
し
、
中
山
地
域

の
過
疎
化
の
進
行
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
。
中
山
地
区
に
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）

設
置
の
可
能
性
を
問
う
。

　
　
　

中
村
市
長

　

中
山
Ｉ
Ｃ
の
設
置
は
、
伊

予
大
洲
間
が
開
通
す
る
以
前

か
ら
、
旧
中
山
町
の
重
要
な

地
域
課
題
で
あ
っ
た
。

　

平
成
14
年
に
は
、
設
置
の

可
能
性
に
つ
い
て
の
調
査
報

告
書
を
作
成
し
、
知
事
陳
情

を
毎
年
重
ね
て
き
た
が
、
設

置
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要

な
こ
と
な
ど
、
解
決
す
べ
き

条
件
も
多
く
、
事
業
に
至
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

６
月
28
日
に
開
始
さ
れ
た

高
速
道
路
無
料
化
の
社
会
実

験
に
伴
う
伊
予
内
子
間
の
国

道
通
行
量
の
減
少
は
、
予
想

を
は
る
か
に
超
え
た
。
過
疎

化
が
進
む
中
山
地
域
に
と
っ

て
は
、
大
き
な
危
機
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
今
ま
で
以
上
に

県
担
当
課
と
も
連
携
を
密
に

し
て
、
国
土
交
通
省
な
ど
関

係
機
関
に
強
く
要
望
を
行
う

と
と
も
に
、
精
力
的
に
条
件

整
備
に
努
め
た
い
。

「
歴
史
資
料
館
」
建
設
の

必
要
性

①
「
郡
中
ま
ち
物
語
館
」
整

備
事
業
の
目
的
を
問
う
。

②
「
歴
史
資
料
館
」
建
設
の

必
要
性
及
び
こ
れ
か
ら
の
文

化
施
設
の
あ
り
方
を
問
う
。

　
　
　

総
務
部
長

①
郡
中
灘
町
に
あ
る
宮
内
邸

は
、
郡
中
の
繁
栄
の
歴
史
の

原
点
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
宮
内
邸
を
中

心
と
し
た
一
帯
を
「
郡
中
ま
ち

物
語
館
」
と
位
置
付
け
、
歴

史
と
商
い
を
今
に
伝
え
る
拠

点
機
能
を
持
た
せ
る
。
周
辺

整
備
に
よ
り
地
域
商
店
街
、

市
の
施
設
を
一
体
化
し
た
伊

豫
國
「
あ
じ
の
郷
」
を
実
現

し
、
松
山
を
初
め
と
し
た
周

辺
地
域
か
ら
の
来
訪
者
の
増

大
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ

る
、
人
・
も
の
の
流
れ
、
あ
る

い
は
賑
わ
い
の
創
出
を
目
指

そ
う
と
す
る
構
想
で
あ
る
。

②
本
市
は
、
県
内
で
も
貴
重

な
歴
史
遺
産
が
数
多
く
残
っ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
適
切
な

環
境
で
保
管
し
、
広
く
市
民

に
展
示
公
開
、
学
習
の
機
会

に
供
し
た
い
。
本
市
の
歴
史
や

文
化
財
保
護
に
興
味
や
関
心

ま
た
理
解
を
持
つ
人
材
を
多

く
育
て
、
歴
史
資
料
等
を
積

極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
次

代
に
受
け
継
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
歴
史
資
料
館
は
、
そ

の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
中

核
的
機
能
を
持
つ
と
位
置
付

け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

・
戦
略
的
地
域
経
営

・
組
織
機
構
再
編

・
公
共
施
設
へ
の
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組

市
政
を
問
う
！

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

日
野　

猛
仁　

議
員

問答

問

答

問

９月に市内で開催されたフォーラム

答

そ
の
他
の
質
問
事
項


